
第７８回 宮城県災害対策本部会議 議事要旨 

 

１ 日 時 

   平成２３年５月２６日 １０時００分 

２ 場 所 

  県庁行政庁舎４階 庁議室 

３ 配布資料 

  第７８回宮城県災害対策本部会議資料 

４ 議事要旨 

  ○東内閣府副大臣 

  ・大変ご無沙汰して申し訳ない。今まで千葉県，茨城県の液状化の対策や国会対応を行って 

いた為，４月２１日ぶりに宮城県に入った。液状化についてあまり報道されていないが，大 

災害であった。 

  ・政府現地対策本部を通じ，村井災害対策本部長をはじめとする職員方々の対応について逐 

次に報告を受け，十分に宮城県の状況を把握し，断固として復興を信じ指示をしていた。 

  ・５月１０日ジュネーブで開催された国際防災会議で１４０数カ国からの支援に対するお礼， 

今後の決意を表明し，２０１５年の第３回会議の日本での開催も主張した。 

・東日本大震災の発災は戦後生まれの国民には忘れられない日となろう。 

  ・国民が団結し対策している姿は，諸外国からすると大変なインパクトがあったようだ。 

・この２ヶ月間の道路，鉄道，空港等の復旧ぶりは，日本の技術力，国力を海外に改めて発 

信した。今後も村井災害対策本部長の指導の下，引き続き頑張ろう。 

 

○村井災害対策本部長 

  ・仙台塩釜港への外航船の入港について，５月２７日にパナマ船籍が入港予定である。外航



船の寄港については，放射性物質の影響で入港を避ける動きがあるが，測定結果も安定して

おり，この機会で増えることを期待する。 

  ・仙台塩釜港から６月８日に輸出貨物を積載したコンテナ船第１船が出港した。 

・応急仮設住宅の建設状況について，第９次着工分を含め計２１４団地１４，９３９戸の見 

通しである。 

・初の高齢者用グループホーム型福祉仮設住宅を仙台市に２棟９室着手する。 

・１日も早く全員入居できるように全力で取り組む。 

 

○小野寺危機管理監 

・死者数は，前回より７４人増加しており，８，９８６人である。 

  ・住家・非住家被害について，名取市，七ヶ浜町で５４戸増加した。 

  ・避難者は応急仮設住宅の完成に伴い減尐している。前回より２，３００人減尐し，２７， 

７５３人である。 

  ・被害額は若干増えており，２兆５，７４０億円である。 

 

  ○伊藤震災復興・企画部長 

  ・特になし。 

 

○環境生活部 

  ・５月２４日以降に測定値が上昇しているのは，仙台市他４地点で測定方法をサーベイメー 

ターに変更し，地表に近い位置での測定になった為である。 

  ・水道水の放射性物質の測定結果について，不検出であった。 

 

○岡部保健福祉部長 

  ・震災孤児が８０人から８４人に増加した。 



  ・ボランティアについては，平日約２，０００人である。 

  ・民間賃貸住宅借り上げによる応急仮設住宅の入居予定は２，５８５件である。 

 

○河端経済商工観光部長 

  ・５月２５日に気仙沼管内でパスポート窓口を再開する予定である。 

 

○千葉農林水産部長 

  ・被害額は１兆円超である。前回報告より２，０７７億円増額した。大きい変更点について

は，集落排水施設で１３９億円増額した。また，漁港施設，海岸保全施設を追加し２，２９

２億円増額した。これまで，累積投資額からの推計であったが被害調査の進行により精査さ

れたことが要因である。 

  ・農林畜産物の放射能測定結果について，国の基準値を大きく下回っているため安全である 

と判断している。 

  ・漁業再開に向けたサンプリング調査も安全と判断，資料調整中で午前中に投げ込む予定で

ある。 

  ・県内の牧草の調査結果は，ヨウ素については調査したすべての地点で不検出であり，セシ 

ウムについては，前回調査した丸森町のほか，新たに七ヶ宿町，栗原市において検出してお

り，乳用牛及びに肥育牛に対する許容値を上回る結果となっている。大崎市においては許容

値を下回る。引き続き，県内全域において乳用牛及びに肥育牛に対する牧草の供与及び放牧

の自粛要請を行う。 

 

○橋本土木部長 

  ・石巻港における放射能測定結果について，５月２４日に海水，大気を採取し不検出であっ 

た為，安全と判断している。 

  ・仙台空港について，６月１日から１日１４往復を開始する。 



  ・国際定期便について，７月２５日が再開目標である。 

  ・国際チャーター便は６月下旪が再開目標である。 

 

○自衛隊 

・食料支援については，３日間で１３万２千食である。 

  ・入浴支援については，３日間で１８，０００人である。 

  ・遺体については，３日間で１０体を収容した。 

 

○竹内警察本部長 

  ・遺体については，計９，０９７体収容した。昨日は１３体で，２３日が５体，２４日が３

体，２５日が１３体で計２１体である。引渡については，計９，００６体であり，内訳とし

て遺族に７，６３１体で市町村に１，３７５体となっている。 

  ・５月１３日からＤＮＡ採取を開始し，現在２，０００件強である。 

 

○教育委員会 

  ・公立学校等の被害状況について，石巻市内の小中高校死亡者が５人増え，県全体で３０１

人になった。 

 

○伊藤企業局長 

・特になし。 

 

○村井災害対策本部長 

  ・放射性物質の測定結果に係る報道について，マスコミの皆さんにお願いしたいことがあり， 

異常があるときは速やかに報道するが，問題がない場合については報道したがらない為，問題

が無い場合も県民を始め県内外に向け安全安心を積極的に報道して欲しい。 

・次回は５月３０日１０時００分に開催する。 


